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営業利益および営業利益率

SBT（パリ協定と科学的に整合する温室効果ガス削減目標）に準拠した「OKI
環境ビジョン2030/2050」に基づき、拠点からのCO2削減率（2020年度比）
を2030年度は42%、2050年には排出量実質ゼロの目標を設定し、中長期の
視点で取り組みを進めています。

SBT1.5℃目標の達成に向け、省エネの徹底とともに再生可能エネルギー（再エ
ネ）の導入を進めています。2022年度より再エネを強化し、自社設備への太陽
光パネルの設置のほか、非化石証書などの再エネ証書の購入を進めています。
※自社施設上の設備における発電、および非化石証書やJクレジットなどの再エネ証書の購入分のうち使用量
に充当したものの合計、および、エネルギー使用量全体に対する割合
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再生可能エネルギー使用量と導入率※

自社拠点からのCO2排出量・削減率（2020年度比） EE

E

環境貢献売上高比率

社員意識調査における働きがいに関する項目（OKIワークエンゲージメント）
のポジティブ回答を2025年度までに70％（国内OKIグループ）とすることを
目標としています。2023年度に新設した組織風土改革室を中心とした取り組
みにより目標達成を目指します。

社員エンゲージメントポジティブ回答比率

女性管理職比率は2026年4月までに5％以上（OKI）とすることを目標として
います。将来的には、在籍する女性社員の比率と女性管理職の比率が同等と
なることを目指しており、女性社員が活躍するための取り組みを強化していき
ます。

女性管理職比率

全員参加型のイノベーションを実現するため、全職種へのイノベーション研修
による人材育成と、イノベーション・マネジメントシステムの構築を推進してい
ます。新規ビジネスを持続的に創出するためのビジネスアイデアコンテスト
「YumeProチャレンジ」の応募件数は年々増加しており、商品化を実現した事
例も出始めています。

YumeProチャレンジ応募件数
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気候変動への対応を含む環境貢献商品の創出・拡大を目指し、外部情勢を踏
まえ定義の見直しを行うなど、本業を通じた環境問題への取り組みを強化し
ています。2030年度には環境貢献商品の売上高がグループ全体の50%と
なることを目標としています。

▶P41 環境への対応▶P41 環境への対応

▶P41 環境への対応 ▶P29 イノベーションの取り組み

▶P37 人材マネジメント▶P37 人材マネジメント
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